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世
界
最
大
の
13
億
人
の
人
口
を
擁
す
る

中
国
で
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

生
活
・
医
療
水
準
の
向
上
に
よ
り
長
寿
社

会
が
到
来
す
る
一
方
、
30
年
前
に
国
策
と

し
て
導
入
し
た
「
一
人
っ
子
政
策
」
が
出

生
数
を
人
為
的
に
抑
え
て
い
る
た
め
だ
。

５
年
後
に
は
労
働
力
人
口
が
減
少
に
転
じ
、

長
年
の
高
成
長
を
支
え
た
「
人
口
ボ
ー
ナ

ス
」
に
も
陰
り
が
生
じ
る
だ
け
に
、
国
内

で
も
一
人
っ
子
政
策
の
見
直
し
を
求
め
る

声
が
上
が
り
始
め
た
。
た
だ
、
都
市
と
農

村
の
地
域
格
差
は
大
き
く
、
全
国
一
律
で

早
期
に
見
直
さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
。
経

済
同
様
、
高
齢
化
で
も
中
国
の
先
頭
を
走

る
上
海
市
は
、
年
金
財
政
の
大
幅
悪
化
を

前
に
、
戸
籍
制
度
改
革
や
定
年
延
長
な
ど

独
自
の
対
策
に
恐
る
恐
る
着
手
し
て
い
る
。

◇
「
２
人
目
奨
励
」
発
言
、
騒
動
に

　

上
海
市
中
心
部
に
あ
る
小
学
校
。
孫
を

送
り
届
け
た
ば
か
り
の
お
年
寄
り
た
ち
が
、

学
校
を
囲
む
フ
ェ
ン
ス
の
す
き
間
か
ら
校

庭
を
の
ぞ
き
込
み
、
集
ま
っ
た
児
童
の
中

か
ら
孫
を
懸
命
に
捜
し
て
い
る
。
学
校
の

隣
の
公
園
に
は
１
０
０
人
近
い
お
年
寄
り

が
集
ま
り
、
体
操
を
し
た
り
、
青
空
床
屋

で
散
髪
し
て
も
ら
っ
た
り
…
。
公
園
脇
の

道
を
朝
食
の
饅ま

ん
と
う頭
を
か
じ
り
な
が
ら
急
ぎ

足
で
職
場
に
向
か
う
若
者
た
ち
と
は
別
世

界
の
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
が
流
れ
て

い
る
。

　

中
国
の
法
定
退
職
年
齢
は
、
男
性
が
60

歳
、
女
性
が
50
歳
（
幹
部
に
限
り
55
歳
）。

市
内
の
公
園
は
ど
こ
も
、
年
金
生
活
を
送

る
老
人
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
。

　

上
海
の
戸
籍
人
口
約
１
３
０
０
万
人
の

う
ち
、
60
歳
以
上
の
高
齢
者
が
占
め
る
割

合
は
22
・
５
％
。
全
国
の
12
・
５
％
を
大

き
く
上
回
る
。
市
人
口
・
計
画
出
産
委
員

会
の
最
新
の
試
算
で
は
、
上
海
の
高
齢
化

率
は
２
０
１
５
年
に
は
28
・
１
％
、
２
０

２
０
年
に
は
30
・
４
％
、
２
０
３
０
年
に

は
38
・
０
％
に
達
す
る
見
通
し
。
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上
海
の
平
均
寿
命
は
81
・
73
歳
（
２
０

０
９
年
）
で
全
国
ト
ッ
プ
。
さ
ら
に
上
海

市
民
が
一
人
っ
子
政
策
を
忠
実
に
実
行
し

た
こ
と
で
、
１
９
８
０
～
２
０
０
９
年
の

30
年
間
で
約
７
０
０
万
人
の
出
生
を
抑
制

し
、
人
口
１
０
０
０
人
当
た
り
の
出
生
児

数
は
12
・
６
人
か
ら
６
・
６
人
に
ほ
ぼ
半

減
し
た
。
戸
籍
人
口
は
１
９
９
３
年
以
降

17
年
連
続
で
減
少
し
て
い
る
。

　

市
当
局
も
急
速
な
少
子
高
齢
化
に
危
機

感
を
強
め
て
い
る
。
昨
年
７
月
に
は
、
市

人
口
・
計
画
出
産
委
員
会
の
責
任
者
が「
上

海
の
高
齢
化
の
速
度
を
緩
め
る
た
め
、
条

件
に
適
し
た
夫
婦
が
２
人
目
の
子
ど
も
を

も
う
け
る
こ
と
を
強
く
奨
励
す
る
」
と
発

言
。
ネ
ッ
ト
上
で
は
瞬
く
間
に
「
つ
い
に

一
人
っ
子
政
策
を
変
更
し
た
の
か
」「
２
人

目
を
産
ん
だ
ら
、
ど
ん
な
優
遇
措
置
を
受

け
ら
れ
る
の
か
」
な
ど
の
書
き
込
み
が
相

次
い
だ
。

　

た
だ
反
響
の
大
き
さ
に
慌
て
た
当
局
は
、

そ
の
日
の
う
ち
に
①
一
定
の
条
件
下
の
２

人
目
容
認
は
、
新
し
い
政
策
で
は
な
い　

②
２
人
目
を
も
う
け
て
も
優
遇
措
置
は
な

い　

③
安
定
し
た
低
出
生
率
が
主
要
な
人

口
政
策
だ

│
な
ど
と
す
る「
補
足
説
明
」

を
発
表
し
、
沈
静
化
に
努
め
た
。
国
レ
ベ

ル
で
は
２
０
０
１
年
12
月
に
成
立
し
た

「
人
口
・
計
画
出
産
法
」
で
条
件
付
き
２
人

目
容
認
を
打
ち
出
し
、
上
海
で
は
２
０
０

３
年
12
月
に
施
行
し
た
条
例
で
、
一
人
っ

子
同
士
の
カ
ッ
プ
ル
な
ど
に
２
人
目
出
産

を
認
め
た
。
当
時
は
、
一
人
っ
子
同
士
の

結
婚
例
が
少
な
く
特
例
が
周
知
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
騒
動
の
背
景
に
あ
り
そ

う
だ
が
、
人
口
政
策
へ
の
市
民
の
関
心
の

高
さ
を
裏
付
け
た
。

◇
若
者
の
意
識
変
化
も
ハ
ー
ド
ル
に

　

１
９
７
９
年
か
ら
地
方
レ
ベ
ル
で
始

ま
っ
た
「
一
人
っ
子
政
策
」
は
、
中
国
共

産
党
中
央
委
員
会
が
１
９
８
０
年
９
月
25

日
に
党
員
向
け
に
発
し
た
文
書
で
国
策
に

位
置
付
け
ら
れ
た
。
国
営
通
信
社
新
華
社

は
30
年
目
を
迎
え
た
今
年
９
月
25
日
、「
こ

の
間
、４
億
人
の
人
口
増
を
抑
制
し
た
。し

か
し
、
人
口
増
加
率
の
低
下
と
医
療
条
件

の
改
善
に
よ
り
中
国
は
早
足
で
高
齢
化
社

会
に
突
入
し
た
」
と
伝
え
た
。
当
時
の
指

上海市内の公園は、朝から近所の高齢者でいっぱいだ。
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導
部
も
こ
う
し
た
事
態
を
あ
る
程
度
予
想

し
て
い
た
と
見
え
、
文
書
に
は
「
30
年
後
、

喫
緊
の
人
口
増
加
問
題
が
緩
和
す
れ
ば
、

異
な
っ
た
人
口
政
策
を
採
用
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
見
直
し
の
可
能

性
に
言
及
し
て
い
る
。

　

国
内
の
専
門
家
か
ら
も
、
昨
年
後
半
か

ら
「
初
期
の
目
的
は
達
成
し
た
」（
清
華
大

学
国
情
研
究
セ
ン
タ
ー
の
胡
鞍
鋼
主
任
）

な
ど
、
見
直
し
を
求
め
る
意
見
が
相
次
い

で
い
る
。
上
海
復
旦
大
学
の
王
豊
教
授
は

経
済
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
現
行
の
出

産
計
画
が
目
指
す
合
計
特
殊
出
生
率
１
・

47
を
維
持
す
る
と
、
２
１
０
０
年
の
中
国

の
人
口
は
６
億
７
７
０
０
万
人
に
半
減
す

る
と
警
告
、「
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
21
世

紀
の
中
国
の
最
大
の
リ
ス
ク
だ
」
と
指
摘

し
た
。
昨
年
12
月
４
日
に
は
共
産
党
機
関

紙
・
人
民
日
報
も
、
国
家
人
口
計
画
出
産

委
員
会
の
人
口
問
題
専
門
家
、
田
雪
原
氏

の
論
文
を
掲
載
。
年
齢
構
成
の
調
整
を
目

的
に
、
第
２
子
出
産
の
条
件
を
緩
和
す
る

複
数
の
選
択
肢
を
提
示
し
た
。

　

地
元
当
局
は
否
定
し
て
い
る
が
、
黒
竜

江
、
吉
林
、
遼
寧
、
江
蘇
、
浙
江
の
５
省

で
２
０
１
１
年
か
ら
「
夫
婦
の
一
方
が
一

人
っ
子
の
場
合
、第
２
子
出
産
を
認
め
る
」

と
の
見
直
し
を
試
験
的
に
実
施
す
る
と
の

報
道
も
あ
る
。

　

た
だ
、
こ
の
程
度
の
見
直
し
で
労
働
力

人
口
の
減
少
に
歯
止
め
が
掛
か
る
か
は
心

も
と
な
い
。
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
当
事

者
た
ち
の
意
識
の
変
化
も
見
逃
せ
な
い
か

ら
だ
。
上
海
の
地
元
紙
・
東
方
早
報
が
昨

年
の
騒
動
を
受
け
て
実
施
し
た
世
論
調
査

で
は
、
一
人
っ
子
同
士
の
夫
婦
の
う
ち
、

「
２
人
目
が
欲
し
い
」
と
答
え
た
の
は
18
・

５
％
に
過
ぎ
ず
、
59
・
５
％
が
「
欲
し
く

な
い
」
と
回
答
し
た
。

　

欲
し
く
な
い
理
由
を
複
数
回
答
で
聞
い

た
と
こ
ろ
、「
経
済
的
負
担
が
大
き
く
な

る
」
が
86
・
１
％
、「
子
育
て
す
る
パ
ワ
ー

が
な
い
」
が
59
・
７
％
と
続
い
た
。
両
親

と
両
方
の
祖
父
母
の
大
人
計
６
人
か
ら
溺

愛
さ
れ
て
育
ち
、
経
済
的
豊
か
さ
の
追
求

に
余
念
が
な
い
世
代
に
と
っ
て「
２
人
目
」

の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。

◇
年
金
財
政
再
建
、
決
め
手
な
く

　

出
生
数
の
増
加
が
期
待
で
き
な
い
中
で
、

上
海
市
は
昨
年
以
降
、
二
つ
の
高
齢
化
対

策
を
実
行
に
移
し
た
。
一
つ
は
、
上
海
以

外
の
出
身
者
が
上
海
の
都
市
戸
籍
を
取
得

し
や
す
く
す
る
戸
籍
制
度
改
革
。
も
う
一

つ
は
、
養
老
年
金
の
受
け
取
り
時
期
を
先

送
り
す
る
よ
う
促
す
事
実
上
の
定
年
延
長

だ
。

　

昨
年
６
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
た
新
戸

籍
制
度
は
、
上
海
の
「
居
住
証
」
を
通
算

７
年
以
上
保
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
条

件
に
、上
海
戸
籍
付
与
の
道
を
開
い
た
。都
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市
と
農
村
で
戸
籍
の
移
動
を
厳
し
く
制
限

し
て
い
る
中
国
で
は
、
戸
籍
地
以
外
で
の

生
活
は
、
子
ど
も
に
学
校
教
育
を
受
け
さ

せ
ら
れ
な
い
な
ど
制
限
が
多
く
、
上
海
の

試
み
は
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
た
。

　

た
だ
、
詳
細
に
条
件
を
見
る
と
門
戸
は

か
な
り
狭
い
。
一
般
の
「
居
住
証
」
な
ら

都
市
戸
籍
を
持
た
ず
上
海
で
暮
ら
す
約
６

０
０
万
人
の
約
７
割
が
保
有
す
る
が
、
も

う
一
つ
の
申
請
条
件
で
あ
る
都
市
社
会
保

険
に
加
入
で
き
る
の
は
、
高
学
歴
者
な
ど

を
対
象
に
し
た
「
人
材
居
住
証
」
を
持
つ

約
20
万
人
に
過
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
社
会
保

険
料
を
過
去
３
年
間
、
平
均
の
２
倍
以
上

納
め
た
人
な
ど
を
対
象
に
し
た
優
遇
措
置

を
見
る
と
、
戸
籍
保
有
者
の
急
増
に
伴
う

財
政
負
担
を
避
け
な
が
ら
、「
保
険
料
を
き

ち
ん
と
、
た
く
さ
ん
払
う
人
に
は
戸
籍
を

差
し
上
げ
ま
す
」
と
の
当
局
の
狙
い
が
透

け
て
見
え
る
。

　

実
際
、
上
海
市
ト
ッ
プ
の
兪
正
声
・
共

産
党
市
委
員
会
書
記
は
戸
籍
改
革
発
表
直

前
、
政
府
部
内
の
会
議
で
、
社
会
保
険
基

金
に
対
す
る
財
政
補
て
ん
は
２
０
０
８
年

に
１
７
０
億
元
（
約
２
１
０
０
億
円
）
を

超
え
、「
今
後
相
当
長
期
間
、
補
て
ん
は
増

加
す
る
。
そ
の
根
本
原
因
は
高
齢
化
だ
」

と
危
機
感
を
強
調
し
て
い
る
。

　

一
方
、
定
年
延
長
策
は
今
年
10
月
１
日

に
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
だ
。
市
内
の
企

業
で
労
使
双
方
が
合
意
す
れ
ば
、
最
長
で

男
性
は
65
歳
、
女
性
は
60
歳
ま
で
勤
務
で

き
、
こ
の
間
、
医
療
保
険
や
失
業
保
険
へ

の
積
み
立
て
を
免
除
す
る
な
ど
労
使
双
方

の
負
担
軽
減
も
盛
り
込
ん
だ
。
市
の
担
当

者
は
「
人
材
の
有
効
活
用
が
主
要
目
的
で
、

年
金
財
政
の
改
善
が
狙
い
で
は
な
い
」
と

強
調
す
る
が
、
言
葉
通
り
受
け
取
る
向
き

は
少
な
い
。

　

た
だ
、
定
年
延
長
は
世
代
間
対
立
の
芽

を
は
ら
ん
で
い
る
。
９
月
に
国
の
人
的
資

源
・
社
会
保
障
省
が
定
年
延
長
の
可
能
性

に
言
及
し
た
こ
と
を
受
け
て
行
わ
れ
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
で
は
、「
若
者
の
就
業

機
会
が
減
る
」
な
ど
と
し
て
圧
倒
的
多
数

の
92
％
が
反
対
し
た
。
労
働
市
場
の
需
給

ギ
ャ
ッ
プ
か
ら
大
学
を
卒
業
し
て
も
就
職

で
き
な
い
高
学
歴
の
若
者
が
あ
ふ
れ
る
中

で
、
上
海
の
定
年
延
長
策
に
も
ネ
ッ
ト
で

は
「
既
得
権
益
者
を
守
る
も
の
だ
」
と
反

発
が
相
次
い
で
い
る
。
ま
た
、
企
業
側
か

ら
も
給
与
水
準
の
高
い
高
齢
者
の
定
年
延

長
に
は
消
極
的
な
見
方
が
出
て
お
り
、
年

金
財
政
立
て
直
し
の
即
効
薬
に
は
な
り
そ

う
に
な
い
。    

 

（
し
か
も
り 

ひ
で
き
）




